
お
わ
り
に

本
書
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
「
ア
ジ
ア
を
見
る
眼
」
一
○
八
、
本
村
眞
澄
著
『
石
油
大
国
ロ
シ
ア
の
復
活
』
と
、

ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
の
対
外
政
策
部
門
の
主
任
研
究
員
で
あ
る
ヒ
ル
が
書
い
たE

nergy
E

m
pire

:

O
il,G

as
and

R
ussia’s

R
evival

と
い
う
小
冊
子
の
二
つ
に
触
発
さ
れ
て
書
か
れ
た
。
前
者
は
ロ
シ
ア
の

石
油
・
ガ
ス
開
発
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
め
ぐ
る
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
後
者
は
ロ
シ
ア
の
外
交
戦

略
と
石
油
や
天
然
ガ
ス
と
の
関
連
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
第
一
級
の
ロ
シ
ア
研
究
と
い
え
よ

う
。し

か
し
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
個
別
具
体
的
な
石
油
会
社
や
ガ
ス
会
社
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
大
規
模
な
資
源
関
連
の
企
業
集
団
と
政
治
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
個
別
具
体
的
な
記

述
は
な
い
。
本
書
は
こ
う
し
た
部
分
を
補
い
な
が
ら
、
資
源
大
国
ロ
シ
ア
が
現
在
、
政
治
家
、
官
僚
、
企

業
家
が
一
体
と
な
っ
て
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
の
か
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
筆
者
は
石
油
と
ガ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
め
ぐ
る
詳
細
な
分
析
を
試
み
る
と
同
時
に
、
個
別
の
石

油
・
ガ
ス
会
社
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
し
か
し
、
前
者
は
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
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こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
七
年
に
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
上
梓
す
る
予
定
の
『
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
政
治

経
済
学
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
書
は
、
最
終
稿
を
本
村
氏
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
ご
注
意
を
い
た
だ
い
た
上
で
一
部
、
手
直
し

し
て
完
成
し
た
。
こ
こ
に
、
本
村
氏
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
注
意
深
く
拙
稿
を
お
読

み
い
た
だ
き
、
編
集
の
労
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
新
田
淳
一
氏
に
も
篤
く
御
礼
申

し
上
げ
た
い
。
最
後
に
、
本
書
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
資
料
収
集
な
ど
で
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
ロ
シ
ア
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
極
東
研
究
所
の
主
任
研
究
員
Ｖ
・
グ
リ
ニ
ュ
ー
ク
氏
に
も
感
謝
し
た
い
。

な
お
、
本
書
は
平
成
十
七
―
十
八
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
○
○
六
年
七
月

学
術
博
士
　
塩
原
俊
彦
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